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２．技術ＰＲ事項 

『 未利用・廃棄物系バイオマスによる地域自立型エネルギーの構築 』 

１．概要 

天然ガス、ガソリン、軽油の代替燃料として注目されているバイオガス、バイオエタノール、バイオディーゼル

燃料を製造するために、農作物非食用部のバ

イオガス化、食品廃棄物の効率的な糖化、油

脂類からバイオディーゼル燃料を製造する研

究を行ってきました。 

 農作物非食用部、食品廃棄物、農産廃棄物、

下水汚泥などの廃棄物系バイオマスにはデン

プン、セルロース、ヘミセルロースといった多糖

類や、油脂等が多量に含まれていますが、こ

れらはバイオ燃料（バイオガス、バイオエタノー

ル、バイオディーゼル燃料）として燃料に、さら

に発電に利用することができます。 

 

 

 

２．希望する連携内容(共同研究、試作品作りなど)と相談に対応できる技術分野 
 
① 農作物非食用部、食品廃棄物、農産廃棄物、下水汚泥などの未利用・廃棄物系バイオマスからバイオ

燃料（バイオガス、バイオエタノール、バイオディーゼル燃料）の製造技術。 

② バイオ燃料の地域自立性や、未利用・廃棄物系バイオマスの地域依存特性の調査による、各地域の未

利用・廃棄物系バイオマスの種類・発生量に適応したバイオ燃料を得る地域自立型のバイオエネルギー

システムの構築。 

③ バイオマスに限らず有機性廃棄物の有効利用。それらの化学分析、反応技術、生成物分離など全般。 

 

３．特記事項 
【発表論文】バイオマスのメタン発酵による地域自立社会の形成；実践女子大学生活科学部紀要；52 号；p. 93-102 
(2015) 
アミロペクチンの水熱反応における酢酸の添加効果；Biomass and Bioenergy (Elsevier)；44巻；p.130-134 (2012) 
水熱反応させた米ぬかや小麦ふすまから有価物質の抽出；Waste and Biomass Valorization ；3巻；p.381-393 (2012) 
など 
【著書（共著）】 新・有機資源化学 エネルギー・環境問題に対処する；三共出版 (2011) 
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